












はじめに，全国のコロナウィルス感染症 COVID-19 対策に従事する皆様に心より感謝と敬意を表します． 
2020 年 2 月 28 日，北海道は全国に先駆けて COVID-19 の拡大防止策として緊急事態宣言を発出しました．
懸念された感染拡大は，一旦回避されたように思えましたが，第 2 波ともいえる感染拡大の波が札幌市に押
し寄せ，4 月 12 日には北海道・札幌市緊急共同宣言1が発出され，北海道は再び緊急事態宣言の対象になり
ました．連日の報道で知る感染者数の増加や医療従事者の過酷な現状に，同じ看護職として「今，私たちに




ることになりました．その翌日，札幌市当局から本学看護学部に COVID-19 対策への協力依頼があり，5 月
1 日から 31 日までの期間において協力する決定がされました． 
協力依頼の内容は 2 つ，患者調査・健康観察と COVID-19 軽症者の入院調整への支援でした．これらに協
力できる教職員を募集するにあたり，教授会において看護学部長より依頼内容を説明して協力を募ったとこ
ろ， 18 名の教職員が自ら名乗りを上げてくれました．学内における支援体制は，対策室からの依頼内容に
基づいて 2 つの班を結成し，各班 2 名ずつ交代制の体制を整え，支援を開始することとなりました．  
 
 患者調査・健康観察班への支援内容 











1 北海道・札幌市緊急共同宣言 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/kak/kinkyuukyoudousengen0413.pdf 
2 積極的疫学調査 https://www.jsph.jp/covid/files/COVID-19_0430.pdf 
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